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＜連絡事項＞

・修繕関係

Bユニット３号室の洗面所：詰りにより使用できません。部品交換になる為数日かかります。

喫煙所ドア：勢いよく閉まる為、調整しましたが汚染あり調整できず、物品交換になるかも

しれません。数日かかると思われますので、安全に注意しましょう。

・トイレットペーパーの消費について

　　前年度に比べ消費が早い事から、１日どのくらい消費しているのかを来年１月より調査を開

始します。トイレットペーパーを手渡し、又は設置した時に正の字を記入していく形で用紙を

作成しています。

・入院・退院・転棟・部屋移動の連絡について：庶務に連絡する際は、内線・PHSでの連絡では
なく、当面の間、メール連絡して下さい。

＜患者様連絡＞

· 長谷川　陽一様：東AユニットからBユニットへ移動。

· 磯島　幸枝様：東Dユニットから西Aユニットへ転棟。

その他、入院２名ありました。

※移動時、患者様の私物の忘れ物がない様、確認してください。

　　　また、病棟日誌のデータ整理も忘れずに。

· 澤口　直美様：４日排便なく腹部膨満あり、グリセリン浣腸120ml施行し、反応便みられて

います。

· 泉川ケイ子様：３日排便なく腹部膨満あり、グリセリン浣腸120ml施行し、反応便みられて

います。

· 安達　貴浩様：１２月２３日　１０：３０～１５：００外出許可となっています。

· 畑中　成夫様：同内容で、臨時薬継続処方となっています。

· 丹内　栄子様：同内容で、臨時薬継続処方となっています。

· 夏掘　六郎様：昨日医師と家族が話をし、金曜日には退院となる予定です。日時を確認し、　

家族と相談の上、折り返し電話を入れて頂く事となっています。当院より処方はなし。外来通院もありません。退院療養検討会は実施予定です。

· 下記の患者様、午後より季節性インフルエンザの予防ワクチンの接種を実施します。

　　　　　　　　宮下　フミ様　　　　西澤　久様　　　　風穴　寅吉様

· 浜田　正彦様：アルコール治療プログラムでのレポートは、プログラム中に書き提出して頂

く様にして下さいと、心理チームより連絡がありました。

· 今野　容子様：インスリン量が変更になります。朝６E、夕４Eとなります。その他の指示は

変更ありません。

＜安ヶ平Dr問診＞

・木村　格治様：食事変更　　粥から常食へ変更。10月16日、18日外出許可となっています。

・石黒　信博様：食事変更　　常食から粥へ変更。

・沼端　恵子様：１２月３０日から１月２日の外泊許可となっています。家族連絡お願いします。

・SST：西澤　久様、佐々木　貞吉様　導入となります。

＜隔離室入室患者様＞

畑中　成夫様：不穏行為なく経過。昼食は3分の1のみ摂取しており、「食欲ない」と話されてい

ます。その後メモをとりたいと、用紙とペンの要求があり渡しますが、「神が書か

なくていいと言った」と神発言聞かれています。希望があった場合は、畑中様の

私物(便箋)を使用してください。メッセージが隠されているかもしれない為、残

しておきましょう。

乙部純一郎様：2時間毎にトイレ誘導行い、自室での放尿なく経過しています。退室している際

は、ホールのベンチで横になっていること多くみられています。衣類破損、器物

破損はありません。所在確認と行動に注意していきましょう。

澤口　直美様：本日より、解放観察時間の指示があり実施しています。開放中は、ホールで雑誌

を読んだり、スタッフと話をしたりしています。一時的に他患者様に干渉する事

ありましたが、多弁となることなく、落ち着いて過ごす事できています。入浴時

も他患者様への話し掛け多くなく、実施することできています。

小笠原久年様：OT再開となり、最後まで参加する事できています。病棟では、ホールにいること

が多くみられています。にやつきありますが、独語は聞かれていません。引き続

き、言動、行動に注意していきましょう。

宮下　フミ様：他患者様に反応し大声を出したり、他者の私物を荒らしたりと迷惑行為あり。薬

物調整中により、ふらつきによる転倒や過沈静の可能性もあるため、精神状態の

観察をしていきましょう。

＜新入院患者様＞

佐々木　司様　（33歳）　　　病名：統合失調症
病棟：東Ａユニット　　　入院形態：任意入院　　　主治医：Ｄｒ田名部

Ｈ10年1月15日、母親と些細なことで言い合いになり、イライラ感を訴え、自傷行為、興奮が著しい状態となり、警察に保護され、翌日1月16日当院初診、幻聴、被害妄想症状もあり、同日入院し、Ｈ10年1月24日当院退院。退院後は定期的外来通院を行っており、今回2回目の入院。Ｈ21年12月13日、イライラ感が強く、他者にあたってしまう。落ち込んだり死にたいという気持ちも出てきていると診察を希望し、日直医診察。服薬調整しています。翌日12月14日再診し、その後は、よく休めたと話しています。イライラする感じや時に不安になったりすることがあり、入院治療を希望。薬物調整、症状改善目的にて東Ｄユニットに任意入院となっています。

入院期間について1ヶ月～2ヶ月位を予定しています。

昨日より、下肢のふらつきある（めまいはない）と話しています。精神症状と共に観察していきましょう。

　　※「佐々木」が2名となりました。注意、確認していきましょう。

横山　耕生様（33歳）　　　　病名：統合失調症　　　　病棟：東Ｄユニット

入院形態：任意入院　　　　身体合併症：高脂血症・肝機能障害　　　　主治医：Ｄｒ川端

大学在学中、18歳頃より昼夜逆転・浪費・自殺企図（大量飲酒・大量服薬）

幻聴あり。入院歴　①Ｈ10年6月23日～Ｈ10年7月1日　（長野県栗田病院）

　　　　　　　　　②Ｈ14年5月14日～Ｈ15年5月24日　（長野県栗田病院）

栗田病院退院後は母の地元である三沢市に転居。Ｈ15年6月6日当院初診。

　　　　　当院には①Ｈ15年7月12日～Ｈ18年1月31日

　　　　　　　　　②Ｈ21年2月24日～Ｈ21年4月21日の入院歴。

今回3回目の入院。当院退院後は定期的外来通院を行い、自宅で過ごしていました。精神状態は概ね安定していましたが、体重増加あり、被害的、易怒的となり、小学6年の妹へ暴力があり、本人から入院治療の希望聞かれ、薬物調整、症状改善、症状観察目的にて、東Ｄユニットに任意入院となっています。
持参した当院からの処方薬は残薬にばらつきがありました。本人は忘薬はないと話していますが、可能性がある為服薬確認していきましょう。

　　　本人の希望：自分のことを気にして、見てほしい。話しかけてほしい。

　　　心配な事：他者とコミュニケーションが上手く取れない。アドバイスをしてほしい。

　　　家族洗濯、買物カードはつくらない。

